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 会 議 録 

審議会等の 

名称 

令和３年第８回教育委員会（定例会） 

開催日時 令和３年７月２９日（木）１４：００～ 

開催場所 山口市役所別館１階第１会議室 

公開・部分公

開の区分 

公開 

出席者 藤本教育長、山本委員、佐々木委員、横山委員、竹内委員、佐藤委員、角川委員 

欠席者  

事務局 兒玉教育部長、古賀文化財担当理事、三輪教育部次長、河村教育総務課長、藤原教育施

設管理課長、宮﨑学校教育課長、江村社会教育課長、米冨文化財保護課長、松冨中央図

書館長、伊藤教育総務課主幹、戸嶋教育総務課主査 

付議案件 協議事項 

（１）  令和２年度教育委員会の事務の点検・評価について 

 藤本教育長 ただいまから、令和３年第８回教育委員会（定例会）を開会いたしま

す。 

会議録の署名につきましては、竹内委員さんと佐藤委員さんにお願い

したいと思います。 

本日は、協議事項１件となっております。 

まず、この議案の公開・非公開を確認いたします。協議第１号につき

ましては、決算に関する事案でもありますことから、非公開にしたいと

思いますがよろしいでしょうか。非公開に賛成される方は、挙手をお願

いいたします。 

（全員挙手） 

 

それでは、協議第１号につきましては「山口市教育委員会会議規則第

９条の２」に基づき、秘密会により審議いたします。 

これより秘密会といたしますので、傍聴者はご退出願います。 

それでは協議に移ります。協議事項第１号の「令和２年度教育委員会

の事務の点検・評価」について、事務局から説明をお願いします。 

三輪教育部

次長 

それでは、令和２年度教育委員会の事務の点検・評価についてご説明

いたします。 

議案は資料①１ページですが、説明は資料②により行います。 

昨年度もご説明いたしましたが、山口市教育委員会では「第二次山口

市総合計画」の分野別計画となります「第二次山口市教育振興基本計画」

に基づき、各事業を展開しており、毎年度、スプリングレビューにおい

て、施策や事務事業等の評価を行い、決算審査の一環として前年度の成
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果状況等を「主要な施策の成果報告書」にまとめているところでござい

ます。詳細は、資料②の１、２ページでご確認ください。 

私からは施策・基本事業のうち、その指標が事務事業と重複していな

いもののみ説明いたします。 

まず、政策２の 「教育･文化・スポーツ」を実現する手段のうち、３

ページの施策２‐１の「教育環境の充実と整備」で、６つの基本事業で

構成しています。 

４ページの施策２‐１では、指標①②ともに対前年度で増加しており

ますが、学校生活を楽しんでいる児童・生徒の割合は共に目標を達成し

ておらず、学校生活を楽しむことができるよう、継続的な取組が必要で

ございます。 

続いて５ページの、施策２‐１を実現するために取り組む基本事業２

‐１‐１「確かな学力の定着」です。指標①は、対前年度１.５ポイント

増加となっておりますが、引き続き、全ての子どもが「わかる・できる」

を実感できる授業への取組の継続が必要でございます。 

また、指標②は、対前年度０．４ポイント減少しており、引き続き、

きめ細やかな対応に努めてまいります。 

次に７ページの基本事業２‐１‐２「豊かな心と健やかな体の育成」

については、各事務事業と指標が重複しておりますことから、説明を割

愛いたします。 

次に１１ページは、基本事業２‐１‐３「現代的課題に対応した教育

の充実」です。指標①②ともに、国のＧＩＧＡスクール構想の加速化に

より、目標達成度が非常に高い状況にあります。今後は、設置されたＩ

ＣＴ機器の計画的な更新を検討する必要があります。指標③は、対前年

度０．４ポイント減少しており、目標達成度は低でございます。引き続

きＡＬＴ配置や教員の指導力向上を図ることにより、児童が語学力を養

うことができるよう取り組みます。指標④は、対前年度５．６ポイント

増加しておりますが、目標達成度は中となっています。今後は、学力･

学習状況調査の英語科の結果を分析するなど、課題を明確にした上で、

課題に対応できるよう小学校の段階から継続的に取り組みます。 

次に１５ページは、基本事業２‐１‐４「安心して学べる教育環境づ

くり」です。 

指標①は、対前年度１３．８ポイント増加し、目標達成度は高い状況

であり、引き続き、非構造部材の耐震化を進めます。指標②の動きは横

ばいですが、目標達成度は高い状況です。しかしながら、一部の学校で

は児童数が増加し、教室が不足する可能性がありますことから、児童・

生徒数の動向を注視し、必要な教室の確保に努めてまいります。指標③

は、対前年度０．９ポイント増加しておりますが、目標達成率は中であ

り、引き続き、衛生的な教育環境の計画的な整備を進めてまいります。
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指標④は、全ての学校が危機管理マニュアルに基づき、各種訓練を実施

しているところでございます。 

次に２５ページは、基本事業２‐１‐５「一人ひとりに寄り添う教育

支援体制の充実」です。指標①は、事務事業と指標が重複しております

ことから割愛いたします。指標②は、対前年度０.１ポイント増加し、指

標は低下しております。これは、特別支援学級の児童・生徒数が増加し

たことが主な要因で、引き続き一人ひとりの教育ニーズに応じた体制の

充実に努めてまいります。 

次に２９ページをご覧ください。政策２の「教育･文化・スポーツ」を

実現する手段のうち、施策２－２「生涯学習・社会教育の推進」で、８

つの基本事業で構成しています。３０ページをご覧ください。施策２－

２の指標①は、対前年度１．５ポイント減少しております。新型コロナ

ウイルス感染症の影響と考えられますが、そうした環境の変化のなかで

も、生涯にわたって学び続けることができる環境づくりを推進していき

ます。指標②は、対前年度３．６ポイント増加しており、目標達成度は

高い状況にあり、引き続き、生涯学習社会の構築に向けた環境づくりを

推進していきます。指標③は、対前年度２．２ポイント増加しており、

目標値を上回っている状況でございますが「わからない」と回答した割

合が半数近くとなっており、引き続き、地域における青少年健全育成活

動への支援や地域人材を活用した教育支援体制を充実させていく必要が

あります。 

次に３１ページは、基本事業２‐２‐１「多様な学習機会と学習情報

の充実」です。指標①は、対前年度１１,２３５人減少しておりますが、

新型コロナの影響によるものと考えます。また、指標②は、対前年度９

団体の減少となり、目標達成度は低となっております。今後も、地域の

学びの場としての定期利用団体の増加に努めてまいります。 

次に３４ページは、基本事業２‐２‐２「大学等と連携した人材育成」

です。指標①は、前年度比で１件減少し、指標②は対前年度で１,０２９

人減少しております。どちらも新型コロナの影響であると考えられます

が、オンライン講座等の開催も含め、現状の維持・向上に努めてまいり

ます。次に３６ページは、基本事業２‐２‐３「生涯学習施設の整備・

充実」です。指標①は、全市的な成果を把握するため、地域生活部協働

推進課が所管する地域交流センターのほか、社会教育課が所管する施設

の利用者が対象となります。対前年度２８４,６２９人減少しており、目

標達成度は低い状況ですが、新型コロナの影響や施設の改修により、使

用できない期間があったことが主な要因と考えております。 

次に４０ページは、基本事業２‐２‐４「家庭教育の充実」です。指

標①は、事務事業と指標が重複しておりますので割愛いたします。 

次に４３ページは、基本事業２‐２‐５「地域と学校の連携」です。
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指標①は、対前年度３.１ポイント減少し、目標達成度は低い状況であり

ますが、今後も、地域・学校・家庭の連携をより深めることで、地域の

教育力を生かした体験的な学びの場の充実を図るとともに、積極的な情

報発信を図ってまいります。 

次に４５ページは基本事業２‐２‐６「青少年の健全育成」です。指

標①は、対前年度３２人減少し、目標達成は高い状況ですが、今後も、

関係機関との連携強化に努めてまいります。 

次に４８ページは、基本事業２‐２‐７「図書館サービスの充実」で

す。指標①・②・③とも、前年度と比べ減少し、目標達成度は低い状況

にあります。これらは、新型コロナの感染拡大防止のため、臨時休館や

イベントの中止・縮小をしたことや、来館を控える方が増えたことによ

り、利用者数が減少したことが主な要因であると考えております。感染

防止対策を行ったうえで、引き続き、図書館サービス計画や子ども読書

活動推進計画に掲げる諸施策を進めていくことで、各指標の増加を図っ

てまいります。指標④は、対前年度２,７４５点増加し、目標達成度は高

く、今後も、図書館の個性を作り出す観点から、引き続き資料の収集に

努めてまいります。 

次に５５ページをご覧ください。政策２の「教育･文化・スポーツ」を

実現する手段のうち、施策２‐３「文化・芸術・歴史の継承と創造」で、

５つの基本事業で構成しています。この施策の主管部局は、交流創造部

ですが、このうち、教育委員会が所管する基本事業は、２‐３‐３「郷

土の歴史や文化の保護・継承」になります。それでは、５６ページの「基

本事業の成果状況と評価」をご覧ください。指標①は、対前年度１件増

加し、目標値を上回っている状況です。市内に潜在する歴史・文化資源

の重要なものについて、文化財指定を行い、引き続き保護・保存を行う

とともに、その活用も図ってまいります。指標②は、対前年度４４０人

減少し、指標③は、１０件減少しております。どちらも新型コロナの影

響により各種イベント中止や規模縮小などが影響していると考えられま

す。今後は、感染症対策に配慮しながら、ゆめ回廊博覧会の関連企画を

はじめ、各文化施設の特色を生かしたイベントを開催するなど、文化財

や歴史に関する普及啓発に取り組みます。 

次に、６８ページをご覧ください。政策２の「教育･文化・スポーツ」

を実現する手段のうち、施策２‐４「スポーツ活動の充実」で、４つの

基本事業で構成しています。この施策の主管部局は交流創造部で、教育

委員会が所管する基本事業は、７０ページの２‐４‐３「体育関係団体・

指導者の育成」の一部です。このうち、指標②は教育委員会が所管とな

ります。スポーツ少年団への登録率は、新型コロナの影響などにより、

対前年度２．５ポイント減少し、目標達成度は低い状況ですが、今後も、

スポーツ少年団活動の広報や指導者の育成など、入団環境を整えること



- 5 - 

により、加入率の増加に取り組みます。 

以上で、事務局で行いました教育委員会に関係する「施策」「基本事

業」の点検・評価についての説明を終わります。 

続きまして、「主要な施策の成果報告書」に掲載されます「事務事業」

のうち、教育委員会所管分について各課長からご説明いたします。 

河村教育総

務課長 

それでは、事務事業についての説明をさせていただきます。 

資料は、資料②の１０ページをお開きください。教育総務課分といた

しまして「学校給食運営事業」でございます。令和２年度の取り組みと

いたしましては、引き続き安全な食材を使用し、栄養バランスのとれた

給食を提供いたしました。また、食育を推進する観点から、地場産食材

の活用に努めたところでございます。また、各調理場の厨房機器老朽化

への対応といたしまして、小郡学校給食センターのオーブンやフライヤ

ー、阿知須学校給食センターの食器・食缶洗浄機などを更新いたしまし

た。加えまして、令和４年度から実施いたします給食費公会計化に伴う

「山口市学校給食費条例」の制定を行ったところでございます。２つ活

動指標がありまして、このうち、給食の実施回数は、令和２年度実績は

１８７日でございます。令和元年度と比較して１６日増加しております。

これにつきましては、令和元年度においては、新型コロナウイルスの関

係で、学校臨時休業を行ったために実績値が、給食も当然なかったこと

なので、実績値が下がったものでございます。令和２年度につきまして

は、４月、５月の学校休業がありましたが、夏休み期間に調整という形

で午後も授業がありました。そういう形で、いわゆる給食実施というこ

とで、プラスマイナスの調整がありまして、いわゆる実績値は例年ベー

スに戻ったものでございます。学校給食につきましては、引き続き、全

体的なコストの抑制や平準化を念頭に置きながら、老朽化した厨房機器

の計画的な更新や給食費の公会計化、地産地消を通じた食育の推進など

に取り組みまして、児童・生徒の健やかな育ちに資するよう、衛生的で

安全・安定した給食の運営に努めてまいりたいと考えております。教育

総務課分につきましては以上でございます。 

藤原教育施

設管理課長 

教育施設管理課分についてご説明いたします。 

１９ページをご覧ください。「小学校プール改修事業」として、平川

小学校のプール増改築工事のための設計を行いました。今後は、増築予

定場所の地下に埋設してある下水道本管等の移設を行い、その後、プー

ルの増改築工事を予定しております。 

次に２０ページをご覧ください。「小学校施設長寿命化事業」として、

大海小校舎大規模改修の設計、大殿小・上郷小プール改修工事、嘉川小

プール改修の設計、柚野木小のトイレ洋式化、二島小・さくら小の放送

設備改修設計、さくら小・大内南小のインターホンＰＨＳ化設計、阿知

須小の工事を実施しました。 
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２１ページをご覧ください。「小学校安心安全推進事業」として、屋

内運動場の非構造部材の耐震化について、吊り天井以外の照明、バスケ

ットゴールなどの落下防止対策を、串小・白石小・湯田小・平川小・小

郡南小・興進小での改修工事、また５校の改修設計を行いました。 

続きまして、２２ページをご覧ください。「小・中学校施設空調設備

整備ＰＦＩ事業」として、令和２年９月末で小・中学校５０校全ての普

通教室及び特別教室など、１，３０２教室に空調設備を設置しました。

また、空調設備設置後は、令和１３年度まで業者が維持管理します。 

２３ページをご覧ください。「中学校施設長寿命化事業」として、阿

知須中のプール改修工事、阿東東中のトイレの洋式化工事、小郡中・宮

野中のトイレの洋式化設計、宮野中・徳地中のインターホンＰＨＳ化設

計、湯田中の校舎長寿命化設計を行いました。 

次に２４ページをご覧ください。「中学校施設安心安全推進事業」と

して、屋内運動場の非構造部材の耐震化について、中学校分を挙げてお

ります。二島中の改修設計、川西中の改修工事を行いました。 

以上で教育施設管理課分の説明を終わります。 

宮﨑学校教

育課長 

続きまして学校教育課分について、ご説明させていただきます。 

施策２の①教育環境の充実と整備、１確かな学力の定着についてでご

ざいます。「学習支援事業」についてご説明いたします。６ページをご

覧ください。児童・生徒一人ひとりの個性に応じたきめ細やかな指導を

するため、補助教員を総勢１３１名配置しました。教員一人に対する児

童数及び生徒数は、令和元年度に比べそれぞれ０．７ポイント減及び同

数となっております。引き続き、各学校におきまして、児童・生徒の確

かな学力の定着に繋がるよう体制づくりに努めてまいりたいと考えてお

ります。 

続きまして、豊かな心と健やかな体の育成についてでございます。「学

校図書館整備推進事業」についてご説明いたします。８ページをお開き

ください。図書の整備のほか、資格を持つ学校司書を総勢２４名配置し、

子どもたちが本に触れ、本に親しむ機会が増えるような取組みを今年度

も進めました。児童・生徒一人当たりの貸出冊数は令和元年度と比較す

ると１１冊増となっております。今後も、「日本一本を読むまち」を目

指し、子どもの読書環境の充実を図ってまいります。 

続きまして９ページをご覧ください。「子ども芸術体感事業」につい

てご説明いたします。令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響

により生の音楽「ペンギン公演」が予定どおり実施できなかったため、

令和元年度に比べて鑑賞することができた児童・生徒数は大幅に減少し

ました。感染症対策を講じた上で、園児・児童生徒の豊かな感性を育む

機会の確保に努めてまいります。 

１２ページをご覧ください。３、現代的課題に対応した教育の充実に
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ついてでございます。「外国語教育研究事業」についてですが、新学習

指導要領の移行期間から全面実施された令和２年度までの３カ年にかけ

て、外国語における指導方法の工夫や言語活動の充実を図るための研究

を進めました。令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により

予定どおりの実施とはなりませんでしたが、小・中学校の教員を対象に

研修会の開催や放送大学との連携による講座の受講などにより指導力の

向上を図りました。今後は、これまでの研究を授業に生かし、取り組ま

れることが期待されます。 

続いて１３ページをご覧ください。「情報教育環境整備事業」につい

てご説明いたします。国のＧＩＧＡスクール構想の加速により、令和２

年度は、児童生徒１人１台端末の整備をするとともに、端末を収納し、

充電を行う電源キャビネットの整備もあわせて行いました。また、新型

コロナウイルス感染症などによる学校休業時にも学習を継続できるよう

ＡＩドリルを導入するとともに、家庭においてオンライン学習に取り組

めるよう通信環境が整備されていない就学援助世帯を対象にその整備費

と通信費について支援を行いました。今後もＩＣＴを活用した教育の推

進、校務の情報化を進めるため、情報教育の環境整備を推進してまいり

ます。 

続いて１４ページをご覧ください。「英語指導助手配置事業」につい

てご説明いたします。令和２年度は、市内の小学校に９名、中学校に３

名のＡＬＴを配置しました。令和元年度と比較しますと、中学校におき

ましては、ＡＬＴの配置人数が１名減となったため、配置日数、授業日

数も減となっております。ＡＬＴの配置等により、授業を通じて児童生

徒が外国語や外国文化等に興味・関心をもち、コミュニケーション能力

が向上するよう、引き続き取り組んでまいります。 

続いて１６ページをご覧ください。４、安心して学べる教育環境づく

りについてでございます。「コミュニティ・スクール推進事業」につい

てご説明いたします。全ての学校において、地域の力を授業や行事で活

用しています。今後も、児童生徒がいきいきと学び、活力ある開かれた

学校づくりを行うため、様々な特色ある学校づくり、地域と連携した学

校運営の研究・実践について、支援を行ってまいります。 

２６ページをご覧ください。５、一人ひとりに寄り添う教育支援体制

の充実についてでございます。「子どもの笑顔づくり支援事業」につい

てご説明いたします。授業に適応できない児童・生徒や不登校の児童・

生徒は増加傾向にありますが、それぞれのケースに対応するため、専門

指導員、スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーなど外部

専門家を派遣し、教室復帰または状況の好転につながるよう取組を進め

ました。引き続き、児童・生徒の誰もが笑顔で楽しい学校生活を送るこ

とができるよう教育相談体制の充実など、取組を進めてまいります。 
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２７ページをご覧ください。「要・準要保護児童就学援助事業」につ

いてご説明いたします。経済的理由により就学が困難な児童・生徒の保

護者に対し支援を行う就学援助費の支給者数は、児童・生徒数の減少や

申請世帯の経済状況等により、令和元年度と比較して１４９人減となり

ました。本事業につきましては、真に就学困難な児童・生徒への支援制

度となるよう、引き続きより効果的な支援を検討し、継続実施してまい

ります。学校教育課からの令和２年度事務事業の事後評価の報告につい

てのご説明は、以上でございます。 

江村社会教

育課長 

それでは、社会教育課所管分のうち主に令和２年度における成果指標

等の変化が大きい事業、及び基本事業の説明で重複分として割愛された

ものについて、ご説明いたします。 

３３ページをお開きください。「学習機会創出事業」につきましては、

第二次山口市生涯学習基本計画に基づき、平成３０年度から実施してい

る事業でございまして、令和２年度は、暮らしを豊かにするＡＩなどの

情報通信技術を学ぶきっかけづくりとなる学習プログラムの作成のほ

か、プログラミング教育に係る子どもたちの主体的な学びを支援する人

材育成を目的とする学習プログラムを、地域交流センターでの講座とし

て実証事業を行いました。具体的には、中段の成果指標①のプログラム

の活用数が３回、②のその事業への参加者数が１８人とございますのが

「大人のプログラミング教育体験会」と題して、児童の保護者を中心に

大殿・秋穂・阿東の各地域交流センターで行った結果でございます。今

後も引き続き、地域交流センターなどと連携しながら、地域における学

習プログラムの作成、またセンターでの事業検討に努めてまいりたいと

考えております。 

次に、３７ページをお開きください。「大海総合センター整備事業」

につきましては、平成２４年度に実施いたしました耐久度調査の結果に

基づき、翌２５年度から順次、改修工事を進めているところでございま

す。令和２年度は、音響設備及び吊天井改修設計を行ったところで、今

年度、９月からの工事実施を予定しており、現在その準備を進めている

ところでございます。 

１枚めくりまして、「山口南総合センター整備事業」につきましても

同様、年次的に改修工事を進めてまいり、令和２年度は、ホール棟の吊

天井並びに舞台照明及び音響設備、空調設備を一体的に、改修工事を進

め、令和３年５月に完了いたしました。 

次に、３９ページをご覧ください。「徳地文化ホール整備事業」につ

きましては、平成２８年度に実施しました耐久度調査の結果に基づき、

施設の長寿命化のための改修工事を、徳地地域複合型拠点施設整備事業

による一体整備に合わせ、令和２年度から３年度にかけて行うこととし

ております。令和２年度から予定通り工事に着手し、完了は本年１２月
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を予定いたしております。これまで説明いたしました３施設における、

それぞれの耐久度調査結果に基づく年次の改修工事につきましては、山

口南総合センターは既に終了しており、他の２施設につきましても今年

度をもって終了予定でございます。 

次に、４１、４２ページの「家庭教育講座開催事業」と「家庭教育訪

問支援事業」ですが、家庭教育講座「子そだてマナビィ」、就学時健診

等の機会を利用した講座やワークショップの開催のほか、家庭教育の広

報紙「はつらつ」の配布などによる啓発を行い、各家庭の教育力の向上

につながるよう取り組んでまいりました。また、家庭教育アドバイザー

による訪問相談や情報提供、専門機関につなぐなどの個別支援を行いま

した。４１ページの成果指標の講座への参加者数でございますが、「子

そだてマナビィ」及び就学時健診等の機会を利用した講座につきまして

は、新型コロナウイルス感染症対策による人数制限や、児童数自体の減

少により、実績値も減少で推移しております。４２ページの成果指標の

「相談窓口の周知度」は、基本事業の成果指標の実績値７８．１％を、

小数点以下で切り上げております。令和元年度に引き続き、８割に近い

実績値を示しており、目標値の７５％を上回っている状況でございます。

今後も引き続き、様々な場を通じて周知活動を行うとともに、家庭教育

講座や家庭教育支援体制の充実を図ってまいります。なお、支援体制に

つきましては、令和３年度に家庭教育アドバイザーを５名増員の２７名

のアドバイザーに委嘱いたしたところでございます。 

次に、４４ページをお開きください。「地域ぐるみ子育て支援推進事

業」につきましては、「地域協育ネット」では、各学校に配置している

地域学校協働活動推進員を通じて、当該活動に係る地域と学校との円滑

な連携に努めてまいりました。また、「やまぐち路傍塾」では、学校教

育支援と生涯学習支援として、地域学校協働活動をの一環として、登録

ボランティアの活用を図ってまいりました。成果指標①の「子育て支援

推進事業年間協力者数」につきましては２，１６９人増加しており、「地

域協育ネット」を通じて活動に係る各主体との連携がより図られたとこ

ろでございますが、指標②の「『やまぐち路傍塾』年間活動件数」につ

きましては新型コロナウイルス感染症対策の小中学校の臨時休業などの

影響に伴いまして、８８５件減少いたしております。今後、本事業を含

め地域連携教育の取組につきましては、将来予測もつかない変化の激し

い社会で生きていくために、児童・生徒が多様な他者を理解しつつ、コ

ミュ力や対応力、課題等の解決力などを養うことができる、まさに「社

会に開かれた教育課程」の実現に向け、学校教育課のコミュニティ・ス

クール推進事業と施策横断的に、また一体的に、より一層進める必要が

ありますことから、学校教育課と社会教育課の合同チームである学校教

育課内の「地域連携推進室」において更なる事業検討を進めてまいりた
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いと考えております。 

次に、４７ページをお開きください。「グローバル人材育成事業」で

は、国際的な視野やコミュニケーション能力、論理的に思考する感性や、

問題解決力等を身に付けることのできる機会の創出に取り組んでおりま

す。令和２年度においては、山口・公州ジュニア交流隊による国際交流

を通じてのグローバルジュニアリーダー育成事業につきましては、新型

コロナウイルス感染症の影響により中止となりました。次に、プログラ

ミング教育事業では、大殿小の正課クラブのほか、大内や宮野、秋穂の

３地域の地域交流センターにおいて、小学生を対象に、プログラミング

体験会を実証事業として開催いたしました。今後も引き続き、地域交流

センター等との連携のもと、自主的に地域でのプログラミング体験の場

の提供が促進するよう努めてまいります。以上で、社会教育課分の説明

を終わります。 

米冨文化財

保護課長 

文化財保護課所管の掲載事業のうち、特に重点的に実施したものにつ

いて説明いたします。 

まず、５９ページをお開きください。「常徳寺庭園保存整備事業」で

ございます。当庭園は阿東にあります、雪舟作と伝えられる国の名勝に

指定されている庭園です。平成２９年度から池泉庭園を中心とした整備

工事を行い令和元年に完了、昨年１０月には開園式典を開催いたしまし

て、その後、多くの皆様にご来園いただいております。引き続き、保存

整備委員会のご意見を伺いながら、適切な保存整備を行ってまいります。 

次に、６１ページをお開きください。「鋳銭司・陶地区文化財総合調

査事業」でございますが、山口大学と共同で国史跡周防鋳銭司跡を中心

とした調査事業を行うもので、昨年度は３１６㎡の発掘調査や発掘速報

展、現地説明会などを行い、地元を中心に多くの方々に参加をいただい

たほか、過去５年間の調査報告書を作成いたしました。今後も山口大学

と連携し、発掘調査やその普及活動を実施していくこととしております。 

次に、６２ページをお開きください。「築山跡第１期整備事業」でご

ざいますが、これは大内氏遺跡の一つである築山跡の整備で、令和元年

度から本格的な整備工事に着手しております。昨年度は、史跡南東部で

東屋と板塀の設置工事とともに、現地説明会等を実施いたしました。ま

た隣接地に整備予定の便益施設や駐車場の実施設計を行い、全体として

令和４年度の完成に向け事業を進めております。 

次に、６３ページをご覧ください。「歴史文化資源保存活用推進事業」

でございますが、これは、本市の歴史文化資源を適切に保存・活用して

いくための人材育成や基盤整備に係る事業で、昨年度は、文化財の保存

活用に関する総合的な法定計画である「山口市文化財保存活用地域計画」

を作成し、先般７月１６日に文化庁の認定を受けたところでございます。

昨年度はコロナ禍において、歴史文化資源を生かしていくための取組み
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を実施できませんでしたが、今後は、当計画に基づき、文化財の保存は

もとより、人材育成や情報発信などを通じて、その活用にも重点的に取

り組むこととしております。 

次に、６７ページをお開きください。「名田島南蛮樋保存整備事業」

でございますが、平成８年に国の史跡に指定された江戸時代中期の干拓

に伴う遺構で、保存整備委員会の指導のもと、平成３０年度から遊水地

の浚渫工事を行っております。あわせて昨年度は、堤防整備のための実

施設計を行い、遺構の保存や本来の景観の復元に向けた事業を実施して

いるところでございます。以上で文化財保護課の説明を終わります。 

松冨中央図

書館長 

それではまず、４８ページをお開きください。基本事業２－２－７「図

書館サービスの充実」について、主要５事業についてご説明いたします。 

４９ページをお開きください「図書館管理運営業務」でございます。

「身近に役立つ施設として、図書館の活用を目指します。」を意図とし

て、市立図書館６館を適切に管理運営しました。昨年度は、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止のため、４月１３日から５月１０日までの２８

日間、市立図書館６館全てで、臨時休館しました。延べ１６８日間の臨

時休館をしております。１１月６日から８日までの３日間、中央図書館

のみですが、２回目の臨時休館をいたしております。その結果、活動指

標の開館日数をご覧いただきますと、令和元年度よりは、のべ３３日多

く開館いたしましたが、平成３０年度よりは９０日少ない、のべ１,５４

２日の開館日数となっております。また、成果指標を見ますと、新型コ

ロナウイルス感染拡大の影響で、②入館者数は、令和元年度より約１５

万５千人少ない、約５１万人となりました。一方、①図書貸出点数も約

１０万冊減少し１２３万冊余りとなりましたが、②入館者数の減少率よ

り、①図書貸出点数の減少率が小さく、一人当たり借りられた冊数は増

加しました。また、民間事業者と連携した、サテライトライブラリー「本

が読めるお店」において、まちじゅう図書館のパートナーを募集した結

果、５社増え、１６社に拡充しました。さらに新型コロナウイルス感染

拡大防止策として、中央図書館に２台、小郡図書館１台の自動貸出機を

導入ました。 

次に、５０ページの「移動図書館管理運営業務」でございます。「図

書館から離れた場所に住んでいても図書館サービスを受けられること」

を意図に、移動図書館「ぶっくん」２台体制で１１コース、サービスス

テーション４２箇所を巡回し、本などの資料の貸出・返却を行いました。

今後も、移動図書館の利便性について広報を充実させ、利用促進を図っ

てまいります。 

次に、５１ページの「図書館資料整備事業」でございます。「市民等

が図書館資料を活用できます。」を意図として図書館資料を収集、購入

しました。目標としておりました７０万冊を超えた蔵書を保有しており
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ます。市民のリクエストにも応えながら、計画的な資料整備に努めると

ともに、資料の鮮度を保つための計画的な除籍も行っております。 

次に、５２ページの「学校図書館支援サービス事業」でございます。

「市立図書館及び学校図書館を活用しています。」を意図に学校司書と

連携し、学校からの本の相談に応じたり、学校からの依頼に応じてブッ

クトークを実施したりするなど利用拡大に向けた支援に取り組み、市立

小・中学校図書館の機能強化をはかりました。さらに、小・中学校のほ

か、幼稚園、保育園等への定期的な配本・団体貸出を行いました。その

結果、成果指標である、①団体貸し出し利用冊数、②学校図書館の生徒

一人当たり貸出冊数ともに増加しています。今後とも、子供たちが本に

興味を持ってもらえるような取り組みをしてまいる所存であります。 

次に、５３ページの図書館活用推進事業でございます。「多くの市民

が図書館を活用しています。」を意図に、図書館利用層の拡大のため、

各団体と連携し、講座や図書館まつりなどのイベントを行いました。昨

年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止のため、市立図書館

全館で、同じ日に実施するイベントとして開催予定であった「こどもワ

イワイ図書館」など多数の行事を中止したり、規模を縮小して参加人数

を抑制したりした影響で、行事への参加人数が減少した結果となってお

ります。以上で、各課からの説明を終わります。 

三輪教育部

次長 

引き続き、資料③の「令和２年度教育委員会の事務の点検・評価に係

る学識経験者意見」についてご説明いたします。点検・評価に際し、教

育に関して学識経験を有する方々の知見の活用を図るとされており、予

め学識経験者３名からいただいたご意見を取りまとめたものです。この

説明が終わりました後、委員の皆様からご意見等をいただき、これらを

踏まえて、次回８月の定例会では、点検・評価の結果に関する報告書（案）

としてとりまとめたものを改めてお示ししたいと考えています。それで

は、資料③の表紙を１枚めくってください。 

１ページは学識経験者の方の一覧で、２ページは教育委員会所管の施

策、基本事業に関し、どの分野で意見を述べられたかを「〇」でお示し

しています。３ページからは、委員のご意見をまとめています。まず、

施策１については、指標の達成度に評価をいただいておりますが、「学

校生活を楽しんでいない児童・生徒」について、原因や理由を分析し対

応策を検討し、その対応策を学校関係者で共有することが重要とのご意

見などをいただいております。３～５ページの基本事業１については、

指標の達成度に高い評価をいただいています。補助教員の配置について

は、人材確保への感謝や大学との連携や研修方法・待遇の改善などの取

組が必要とのご意見などをいただいております。５～６ページの基本事

業２については、指標の達成度に高い評価をいただいております。７～

８ページの基本事業３については、指標①②の達成度に高い評価をいた
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だいており、情報教育支援員の増員と教職員のスキルアップが重要との

ご意見をいただいております。また、中長期的な情報教育環境整備計画

やＩＣＴ活用指導力向上のための研修計画の検討・策定が必要などのご

意見もいただいております。続いて８～１０ページの基本事業４につい

ては、指標の達成度に高い評価をいただいています。「コミュニティ・

スクール推進事業」については、研修会・勉強会や好事例発表会などの

実施や、教員が意図的に地域などに出ていくことが重要とのご意見をい

ただいております。１０～１１ページの基本事業５については、指標①

の達成度に評価をいただいております。続いて、１１ページの施策２に

ついては、「社会教育は協働のまちづくりの中核をなす重要な施策の一

つであり、社会教育士など専門職の配置や経費支援の拡大が必要なこと

や、学校教育やＰＴＡに関する考え方」など、社会教育についてのご意

見をいただいています。続いて１３ページの基本事業７については、阿

東図書館や移動図書館に関するご意見をいただいております。最後に、

施策３の基本事業３については「イベントの参加者や講座・研修・見学

の回数の数字に左右されることなく、児童・生徒を『郷土の歴史や文化』

の入口に導くことが大切」とのご意見をいただいております。また、個々

の事業の取組や成果状況などについてのご意見等もいただいております

が、全体的にはおおむね評価をいただいているものと認識しております。

以上で、事務局からの説明を終わらせていただきます。 

藤本教育長 協議第１号について、各委員から意見をお願いします。 

山本委員 指標に対する評価をずっと読みながら、グラフ化されたデータを拝見

していくのに、やっぱり大きく変化しているグラフについては、その要

因を何かなと興味深く読むところがあります。そうしたときに、例えば、

７ページの児童生徒一人当たりの貸し出し冊数については、令和２年、

極端に伸びております。おそらく子供たちがコロナの関係で増えたとい

うことは考えられると思いますが、ここには要因が書いてありません。

ところが他の項目になると、顕著に見えるところには、ほとんどコロナ、

コロナと書いてあるのですね。図書館の方で、市民一人当たりの貸し出

し冊数ですね、何ページか忘れましたが、これによると極端に下がって

いる。これも下がった理由もコロナ。そして小学校で貸し出し冊数が増

えたのも要因がコロナ。ということになると同じコロナの要因でも、そ

こにまた、なにがしか違った感情みたいなのが生まれてきそうな気がす

るのです。そこまで初めて分析して、そこに評価が掲げられて、初めて

評価と言えるのではないかな。もっと極端に言えば、本は学校にいる子

どもたちのそばにありますから、いくらでも借りることができる環境に

よって、子どもたちの貸出冊数は伸びた。逆に下がった市民の立場から

言えば、やっぱり、貸し出しの都合が悪いというような原因が考えられ

るかもしれません。そうしたときに、やはり市民の方々が、もっと手に
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届くところに本があれば、冊数は伸びるかもしれないというまた新たな

施策の創造にもつながる部分があるのではないかなと思ったところで

す。従いまして各項目の評価についても大きく変化しているときには、

その変化の要因は記述いておいた方が、読み手にとってはよく分かるな

という気がします。 

藤本教育長 大きく変化している要因については、より細かい分析が必要じゃない

かなということでございました。 

山本委員 質問よろしいですか。一学期に学校訪問をさせていただきました。そ

の中の一つに、各地域の小学校が合併してできた学校がありました。学

校運営協議会が始まった当初は、その学校運営協議員の地域バランスに

ずいぶん苦労されたと伺っています。それも現在ではずいぶん改善され

て、学校運営協議会がうまく機能しているという現状を説明いただいた

上で、困っていることが一つあるとのことでした。子供たちはバス通学

になって、遠距離通学している。これについてはきちんと保証していた

だいているので、ありがたい話なのですが、いざ学校運営協議会の方々、

あるいは地域の方々と一緒に活動しようとか、あるいは学校の子供たち

が地域に出向いていって活動したいとか、それから、地域の方が学校に

来て、活動してもらいたいといったときに、地域の方々が高齢化してな

かなか移動の手段を持たない。そういう移動の手段を確保していただく

方法はないものだろうかというふうな質問をいただきました。 

そういった施策について、現在はないかもしれませんが、この点検・

評価の中で、施策に反映させていくこともあってもいいのかなと思った

のですが、そういうものが反映できている事業はこの中にはないのでし

ょうかね。遠距離通学の対策授業は１７ページにあるのですが、この遠

距離通学はあくまでも通学であり、これまでの取り組み評価の妥当性の

所の貢献度が小になっているから、この部分で、そういったところを評

価されての小なのかなと思ったりもして、この辺、迷ったところですが

いかがでしょうか。 

河村教育総

務課長 

この遠距離通学対策事業は、いわゆる学校統廃合に伴って廃止される

側の児童・生徒の通学の足を確保いたしますというところに基づく、い

わゆるスクールバスなのですが、今、言われた部分、地域の方の足の確

保と言いますか、基本的には生活全般にわたっての足の確保というとこ

ろも含まれて、その中で特に学校と連携されたときの足の確保がどうに

かならないだろうかということだと理解します。そういったところで教

育委員会の取り組みの中で、そこを拡大していった方がいいのか、それ

ともその全体の過疎地域の足の確保を広げていったらいいのかというと

ころを少し、本庁では交通政策課というところがやっているのですが、

実は年に何回か、向こうとも意見交換、情報交換をしているところでご

ざいます。例えばスクールバスですね。一般の人も乗れないだろうかと
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か、色々な話をしています。実際にやるとなれば、いろいろ課題もあっ

たりします。そういったところを使ってやっていくのが、一つの手であ

りましょうし、そうなると、一番大きな課題は、時間が決まっていると

いうことがあります。それをオンデマンドにいかに地域の皆さんの足を

確保していくかというところです。その当たりを教育としても考える必

要もありますし、学校の関連で、やっぱり中山間地域、地域の枝葉の所

の部分での市民の皆さんの足の確保をどうするかという、トータルで少

し考えていく必要があるのだろうなということで、先程、この事業に関

して、提言いただきましたが、もう少し大きな観点で全体で整えていく

必要があるかなと考えております。 

山本委員 学校の立場からすると、やっぱり地域の方に来ていただきたいときに

来てくれる、来る仕組みがある、方法がある。これがベストだという話

をしておられました。そこで、定期的に走るバスとかでは対応できない

ものでしょうか。人とお金と物がかかる話になりますが、いつでも自由

に移動できるバスの確保みたいなものが、今後は必要になってくるので

はないかと思います。例えば、野田高等学校・中学校にはバスが１６台

あります。そのように市教委に一台でも、あるいは一人でも、運転手が

いて確保できていれば、それが市内全体を網羅して、いわゆる移動が必

要なところに出向いていくというふうなことも今から必要なのかなと思

っています。それが費用対効果としてどうなったかは別の問題として、

一つの考えとしてあっても良いかなと思います。 

何か方法やアイデアを考えれば対応できるのではないかというような

ことも、淡い期待を抱きながらの話ですが、今後とも、取り組みをよろ

しくお願いいたします。 

兒玉教育部

長 

今、山本委員から事例として、学校運営協議会で参加する、あるいは

学校運営協議会事業として、特に高齢の方のご要望、また地元の方や学

校運営協議会に関わる方のご要望の把握、それで把握した場合の反映が

この度の資料の中で、どのように実現できているかと、総論的なご質問

であったように思っております。担当課長の方から、そういった事例が

あれば、発言をさせたいと思いますが、基本的に学校運営協議会の方に

は、学校教育課の指導主事が必ず張り付いて、いろんな意見をお聞きし

ているというような状況です。それから、今も渡辺市長が全２１地域に

車座トークというのをやっておりまして、大体どこの地区でも、１件か

２件くらいは教育に関連するような、議題が上がってきております。な

かなか今も山本委員がおっしゃったように、すぐ実現するというのは困

難な部分も多いのですが、そういったところで、市民の方のご意見とい

うのは、教育行政の立場からも把握する仕組みはいくつかありますので、

そういった中でご指摘がありましたように、実現が可能なものは逐次取

り入れていきたいと思っております。 
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藤本教育長 その他によろしいですか。無いようでしたら、以上で、本日の付議案

件については終了いたしました。 

次回の定例会は、こちらの第１会議室で、８月３１日火曜日の午後２

時からの予定になります。以上を持ちまして、令和３年第８回教育委員

会定例会を閉会いたします。 

署名 上記のとおり相違ありません。 
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